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襯測年月日 時　刻 日出劇及冝@渡　後 離　角 摘　　　　　　　要 齪測者
1928年
@3月19日19時30分1時間31分（後 62度光度弱シ　一 佐藤22 20　001　　59　〃 70 強シ　　甚冴ユ 〃
2320　0G1　　5S　〃 66 甚張シ　　〃　二日月没入直後 〃
4　　9 20　001　　45　〃 55 強シ　　〃 〃
16 20　001　　39　〃 56 〃　　　　　〃 〃
18 20　001　　｝～6　〃 56 稽弧シ　　空霞ム 〃
5　］3 20　402　　06　〃 55 弱ツ　　甚冴ユ 亀　井
18 20　402　　02　〃 55 〃　　　　　〃 〃
21 20　5⑪2　　10　〃 52 甚躬シ　　〃　　二日月没入後 〃
9　15 4　351　24（前 50 稚強シ　　〃 〃
22 4　301　　；｝4　〃 59 3．0×A　　〃 〃


































































































































































































































凝KoK：sWtSaTsIlaTmK K乎　り HuNaNkTaArYaNiToSk 計』 一1 12 1苔 25
2 1ミ1 3 3 1 6 25
3 7 U 1 184 0 18 18
5 2 ⊥1 1 23 1 葛8
6 12 1 7 20
7 19 4 32 2 22 14 93
8 20 9 ユ9 18 76
9 22 2 24 1 4：～ 38． 5 15 19 ］69
10 21 30 ? 6048 9 6 1936 12 1 243n 11 27 ドリ潤D・ 2｛） 19 191 11⊥3 49 223
】2 181 5三 1012 13 9 27 140
ヱ3 17 55 14 6 86
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一 1出現時刻 縫繍 出現 点 清滅 点虻Ro．観測者 目付 確度一 時間～ 光度 速度
?
ハ　他 赤経 赤緯 赤鯉． 赤麗
一 ｝1（Ts） 4 3n47m4．o Os．5一3．5VRBw々R痕（1．2の 78．0十16．079．O．2．5験
2（Na） 7 21　344．5 2．2一4．0s RY痕（1．5） 319．0一二｝2．0287．5h32．0
3（Ya） 〃 〃　　〃 5．0 2．0Vega@　×5
1’s
ｨ・MYw痕 310．0一10．0290．0．24．04（Na） 〃 〃　44 4．5 2．4 一；1。o s W ’痕（1．2） ｝鵬6．5一27．o：｝G7．0．27．G
5（〃） 〃 〃　45 3．5 3．2一4．0 s w 哀（2，0） 305．0十57．056．0十57．5
6（〃） 〃 22　74．5 2．2 一3．0 s B（w）痕（1．2） 355．0十60．0292．0十33。0
7（K：o） 8 3　ユ1 3．0 2．5一2。0 s R 痕 14．0一2．5 25．0．1．0
8（Ta） 〃 20　505．0 4．0Venus@×2rRBw－xw－Ol痕（1．5） 355．O@　　l十60．0316．0＋42．09（Ha） 9 2　　3 5．0 0．4 木 M ：B 29．0十31047．0十25．0
10（Na） ユ0 23　40 1．0 一2，0｝R Y 痕（0．6） 334．0十33．0302．O十14．0
11　　、堰iの 〃 24 0．8 一20：R w 痕（0．8） 20LO十63．0217．0十50。0
12
?????
12 0　195．0 0．5 一2．0VSw 343．0一25．0 0 一40．0
13（Wt） 2920　513．0 4．0一3．5M W：B痕（2．0）長250．0十85．0280．0一10・0）


































































































































































































































襯測 確縄綾 且 出場黒占 臣民鮎日　付 者 出現時刻 ?時間 光度 速度
?
＿　他 噛赤色 緯緯 赤純 赤緯 流星群
11月3日Tk1h　14m4 0．5 0 R W 痕（0．4s）1．02．0十40．090．0十51．0
ク 〃 1　57 4 0．6＿2．0R W 痕 77．0一16．061．0一25．0
〃 Ar． 3　49 3 02一2．0M B 150．5一16．0156．5．16．0
〃 〃 4．Q9’2 0．2一1．0vRB 痕（12s）167．50 171．0一4．0
4 Na18　293 1．8一1．0r：R Bw 23．（＋77．5246．0十73．0
10 Ko4　484 1．0一1．0rRwY痕（1・Os）183．0十49．0209．0÷57．5Leonids
14 Ha3　7 4 0．5一1．6M w8 111．0．12．（1125．0．20．0
〃 Hi4　41 4 0．6＿0 R 150．0．7．0152．0一18．0Leonid9
17Na5　16 5 2．0〉一5 vSBw痕（・・曙 185．0＋14．（｝199．0一1．0
26 Mz19　204 0．8木星 R R 6．5＋52．0358．5十32．5



































































・附1，　　一 親 測 時
?
観測者 ：観測撒 獅子ﾀ群へ同一時間均 天氣 雲量 其 他
ユ2 41】15111＿5h　15nユ（Ko） 11 5 5．0上 4
〃 1 40＿2 40 （H：a） 0 0 0 ? 7
14 ? 0 一5 0 （1｛a） 22 5 ユ．3 上 0
’ク 3 ⊥5 一5 15 （Ko） 19 6 3．o 上 1





























































































































































































































































漁滅．D旧位墨自軍ノｷ　サ月　日 時　刻 ? φ 高度 L 襯測者 備　考
?????????????．
2月17H
S　11
W　工1
???
2n　22n｝
R　35
P．　2
P　26
H　39
Q　7
52Km
X2
P41
P11
P27
V5
131．ロ8
P35．5
P32．8
P32．3
P0‘｝．9
P31．5
33．3
R3．3
R3．8
R3，574
R3，98エ
R3，164
43Km
U4
X3
13コ．．7
P35．1
P32．0
P32．O
h33．5
P31．7
の』
R3．2
R3．7
R3．？
R3．3
R3．6
R3．2
18Km
T1
W1．
T1
U6
Q2
Ta，　Ha，
jo，　Ka，
g：a，1（m，
V　　〃
V　　〃
V　　〃
圖解法ぐ中）
､解法（上）
????????
　以上であるが略符（Ta）は田中鉄馬氏，（耳a）は原：田治太郎氏
（：Ka）は高島香島華氏，（Km）は亀井壽彦氏，（Ko）は筆者である．
（3）（4×5×6＞は基線が短かすぎた爲其結果に確實ごは云ひ難い・
182
?
同志就支部だより
支部幹事飯　義壽
　此前お便りしてから一年宇もだちましナこ，余り逞れて濟みま
せんが，やはり簡輩に記録をまごめて御報告申し上げ隠々支部
の義務を果したいご思ひます・
　＜》　一九二八年十一月十三日，學生面舘で親睦會を開きまし
　ずこ．私の白血霊迎會の意味もあって殆ご全支部員が出席し
　「アメリカ天文憂廻り」こいった題で，色んな寓眞なざ見せ乍
　ら一時間ほざ話しましすこ・これは天界の爲めに書く様にご．
　山本先生から話せられてるるのですが多忙の爲め遅れてみて
　心苦るしく思ってゐます・爾この日は色々ご天文展覧會の打
　合せなごもしましすご・
　＜》　天：文展魔會　十一月十七日　丁度御大典奉祝の園遊會が
　伺志吐に開かれすご機會に，帝大天文毫から，寓，眞や機械なご
　を御借りして構内徳照舘の一室で開きました・飾り付は前夜
退くまで山本先生の指導の下に會員一同総がかりで，當日も
　　　　　　　　　　　　　イン　多敷の直観者あり盛でした・贋石を初めて見て戚心して居る
　．入や，新島先生の遺品である支那式の古い天球儀を廻して見
　てるる人，同志肚囲書士出陳の天文東畑を書き留めてる入な
　ざ熱心な入が澤山居ました・來會者一同には天界の奮號を見
、本こして進呈しましたが，新入痴者も敷名あり，太陽黒点も
　澤山の入に見せる事が出土て楡快でした・
　ゆ　一九二九年一月十八日　幹事宅で親睦會を開きましナこ・
　おしるこを食べて，アメリカみやげの檜はがきや　Splender
tof　HeavenやH：immel　in　Bildや：Le　Ciel等色々な天文書
本を見てたのしい宇日を過しました・そして十九，廿・廿一
　の三日間’女學稜の校庭で蒋に女学生の爲めの襯測會を開き，
金星，オリオン星雲，等々を見せましたが天氣が余りよくな
同志靴支部だより 183
くて二二稜の寄宿舎生以外の來観者は稀でした・
⑨　此年は山本先生初め天文毫の人々が日蝕観測の爲永く不
在だつtz上露ってからも花山天文憂への移二等多忙であっだ
ので御越し願へなかっすこ三二：部も淋しい春ご秋を持ちましtこ
ゆ　十月廿一日　即ち花山で絡會のあっずこ翌日及び廿三日
の二日間女學校の第一講義室で専門部文藝部後援の下に，山
本先生の講演會を開きましナZ・第一日は「人生から生れた天
文學」こいふ題で，次の日は「今日の天文界」こいふ話を幻
燈を使って解り易くして下さいましtz・幹部の者は是を機曾
に新しい會員を少しは得tこいご云S、ので「同好會の宣傳ご入
管渤誘をして下さる様に」S山本先生に願って置いたのです
が，：先生がおっしゃって下さらなかったので悲観しました・
＠　親睦會　を十月廿五日に幹事宅で開き台灘族行管をしま
した・北回下線を通過けZ話，夜雫に起してもらって宿屋の
外で南の戸々を見tz話，瞭航の船中で十月十四日早朝高松沖
ご思はる＼あたりにカノ1プnを見ずこ話なざして，エハガキ
を見ナこり，文旦を食べtl　bして遊びました・カノ1プスを内
地で見たのは此時が初めてでした・台灘で僧園の星ε一緒に
はつきり其を見てみなかったら多分うっかり見渦す所だつだ
でしょう・
＠「天丈週間」そんな振れ出しで十一月末から十二月初にか
けて校内で運動を回しました・然し，花山天：文豪見學を豫押
してゐtz日は雨でしtzし，講演會の方は本部から講師を派平
平へなかつtこので，華々しい記録は残す事が出來ませんでし
ナこが，其間毎日正午を期して太陽黒点を観測せしめ・毎夜同
じく二二舘繭の廣場で・月や星を澤山の入に見せる事が出家
ましtこ，黒点の記録も試みに別紙の機にスケッチして見まし
た・12センチのブラウニング製屈折鏡でSUII　diagonalを附け
て210倍で見たのですから三つもりで御覧下さい・一つ一つ
の愛化及相封的な位置の愛化なご；れを見ても初めての入に
184 同志杜支部だより
は面粘い事ご思ひます・
＜》　一九三〇年に入って一月冊一口即ち今日これから公會堂
で「天文大講演會」を催す豫定です・能田理學士に「支那古
代の天文學」こいS、お話を願ひ，山本先生には「最近の宇宙
創造論」こいふ題で御講演を願ふ豫定です．：卒業生の盗めに
は記念撮影もし・直後には學生會舘で新入會員の歓迎の意昧
も含めて親睦會食素を開きます・女盛校の部員が鯨興を考へ
てるるそうですがこんなのが出るかしらごi心しんでゐます・
晴れて居れば今夜も騨學舘前で観望會をし，明後二月二日の
日曜午后には花山天文毫の見學も計劃公表してゐます・新年
度に際して新會員も敷駿馬ましたが，隆籏竹子，湧き澱なご
いふ熱心な會員が此三月で澤山卒業して居なくなるので本欄
に淋しく思ってゐます．今後Leも本部の後援をお願ひします
（一九三〇，一，三一，正午）
＠　此ほ演支部では一般の爲めに月や黒点の潮測を公開しtz
事は屡々あるが・中學生の早めに激室に出張して黒点を見せ
fz事もあった．山本先生に習ってみるクラスでは試験の前に
なるご大恥して圖書舘へ墾考書を探しに來て色々ご質問を序
するので仕方なく皆んなを集めて「天体の類別」だこか「地
球や金星木星なごの一群を何故太陽系ざ云ふか」なごの論文
題について講演をしたりしましナこが，後で山本先生が同じ様
な事を書いた論文が多かったこ仰ってゐナこので参りました．
之は支部幹事こいふより圖書舘司書Sしての私の職務を少し
親切に果し過ぎナこ事の報告になるわけですが，私は「之を材
料にして皆愛へて書く様に」こいふ注意は勿論いたしましお．
＠　支部では最近財源を得る爲めに一つの二丁を始めました
から二二るだけ澤山の方が御利用下さい・それは山本先生の
標準天文甲子を責る事です・今新しいのは絶版になって本屋
にありませんから學生の学科書に使った古いのを買び集めて
希望者に責るのです・費る様な入はこちらかご云へば余り勉
強しなかった入ですから本は新しく奇麗で責｛買は定儂の七割
見台です・
